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第 1章 第 2次大和郡山すこやか 21計画について 
 

計画の位置づけ 
 

 

 

    

 

  

 

 

              
    
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年度 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

   

 

国 

 

                     

                     

                     

県 

                     

                     

                     

市 

                     

健やか親子２１（第 2次） 

健康日本２１ 健康日本２１（第 2次） 

健やか親子２１ 

食育推進基本計画 
（第 3次） 

食育推進基本計画 
（第 2次） 

食育推進基本計画 
（第 1次） 

なら健康長寿基本計画 健康なら２１ 

奈良県自殺対策計画 

奈良県食育推進基本
計画（第 3期） 

奈良県食育推進基本計画 
（第 2期） 

奈良県食育推進基本 
計画（第 1期） 

大和郡山すこやか２１計画 策定 
準備 

第２次 大和郡山すこやか２１計画 

 
（改定版） 

大和郡山市老人福祉計画及び第７期介護保険事業計画 ：平成３０年度～３２年度 

                                              (2018～2020 年度) 

 

第５次大和郡山市障害者福祉計画     ：平成３０年度～３２年度(2018～2020 年度) 

大和郡山市第４次総合計画  ：平成２８年度～３７年度(2016～2025年度) 

第２次大和郡山すこやか２１計画     ：平成２６年度～３５年度（2014～2023 年度） 

大和郡山市地域福祉計画    ：平成１９年度～２９年度 ※平成３０年度策定中） 

大和郡山市子ども・子育て支援事業計画 ：平成２７年度～３１年度(2015～2019 年度) 
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９　 ライフステージ別の市の主な事業（平成30年度現在）

妊娠期 乳幼児期（０～６歳） 少年期（７～１８歳） 青年期（１９～３９歳） 壮年期（４０～６４歳） 高齢期（６５歳以上）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の

特
徴

母体の健康状態は胎児の
発育にも影響があるので、
妊婦自身が生活習慣を振
り返ることが大切な時期。
また、妊婦が健やかな生活
を送るためには、家族や周
囲の理解と協力が必要。

生理的機能が発達し、人格
や習慣を形成する時期。月
齢や年齢に応じた子どもの
安全を確保し、健康管理に
気を付けること、基本的な
生活習慣を身に付けること
が大切。子育て支援の社
会体制の整備も必要。

基礎体力､精神神経機能が
発達し、生活習慣が固まる
時期です。社会参加の準備
の時期で、家庭と学校、地
域の連携した働きかけが重
要。

生活環境が大きく変化し、
おとなとしての生活習慣を
身につける時期。自分に
あった健康づくりを実践し、
地域とのつながりをもつよう
に努める事が大切。職場や
地域で健康づくりに取組み
やすい環境づくりが必要。

社会的には働きざかりの時
期にあり、社会的責任が最
も大きい時期。また、高齢
期への準備期でもあり、身
体機能の低下が徐々に自
覚され始め、健康維持が気
になり始める時期。

身体機能の低下、また、長
年の生活習慣の積み重ね
の結果としてがんやロコ
モ、認知症など生活の質の
低下や生命の危険につな
がる疾患の増加が見られる
時期。質の高い生活を送れ
るよう、日常生活の機能を
維持するための健康づくり
が必要。

保
健
セ
ン
タ
ー

※社協：社会福祉協議会
※包括：地域包括ケア推進課
※人権：人権施策推進課
※青少年：青少年センター

また、妊婦が健やかな生活を送るためには、家族や周囲の理解と協力が必要   ○

   〇 こども福祉・農業水産・学校教育・学校給食事務所・図書館

○

  ○

  学校給食事務所

○

○

○ 図書館

地域包括ケア推進課

○ スポーツ推進課

スポーツ推進課

スポーツ推進課

○

○

〇 秘書人事課

〇 秘書人事課

地域包括ケア推進課

○ 地域包括ケア推進課

○

○ 社会福祉協議会・地域包括ケア推進課

学校教育課

厚生福祉課

○

包括・介護福祉・厚生福祉・人権・市民安全・社協・青少年

地域振興課（若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝやまと）

税務課・保険年金課

厚生福祉課

厚生福祉課

○

図書館

総務課・社会福祉協議会

○

○ 教育総務課

○ 奈良県郡山保健所

図書館

○

○

○ 保険年金課

○

○

こども福祉課・学校教育課

保険年金課

○

○

○ 保険年金課

保険年金課

○

○

○

○ 学校教育課

○

○ 保険年金課

○

図書館

歯
と
口
腔

が
ん
・
生
活
習
慣
病
予
防
 
　
　
　

担当課

栄
養
・
食
生
活

運
動
・
身
体
活
動

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

（
自
殺
対
策

）

喫
煙

飲
酒

個別栄養相談 （訪問・電話・来所）

おはようごはんキャンペーン 親と子の料理教室

食育普及事業 ・ 食育の日イベント

口腔健診（国民健康保険)

がん検診（子宮20歳～・胃エックス線・肺30歳～・大腸・乳（40歳～）・胃内視鏡（50歳

特定健診・後期高齢者健診・さんて健診

肝炎ウイルス検診（40歳～）

骨粗しょう症検診（40・50歳）

検診の記録（20歳～） 健康手帳(40歳～)

健康相談 （訪問・電話・来所）

健康教育（集団・依頼）

ママパパクラス

4か月・7か月児健診

1歳6か月・3歳児健診

12か月児育児相談

ママパパクラス・産後ケア

こんにちは赤ちゃん訪問

妊産婦・乳児訪問

子育て教室（離乳食実習）

離乳食ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ相談

子どもすこやか相談

ママパパクラス

妊娠届出時の喫煙リスク啓発

ママパパクラス

妊娠届出時における
飲酒リスク啓発

１２か月児育児相談

1歳6か月・3歳児健診

妊産婦・乳幼児歯の相談

妊婦健康診査

妊産婦・乳児訪問 ・こんにちは赤ちゃん訪問

自主活動グループ（子育て）

就学前健診

ラジオ体操 ・ラジオ体操指導者講習会

禁煙外来 ・ 禁煙マラソンなど禁煙相談場所の紹介

臨床心理士によるカウンセリング相談

職域への健康づくり

ゲートキーパー研修

地域権利擁護福祉事業
後見人制度

矢田の里春風マラソン（市民マラソン大会） ・ 市民歩こう会

トライスポーツフェスティバル

幼稚園・小学校・中学校敷地内禁煙

糖尿病性腎症重症化予防受診勧奨・保健指導、

糖尿病等治療勧奨(国民健康保険)

学校での健診

「大和郡山の日」の栄養教
諭等による食指導

すこやか１００万歩

介護予防教室・高齢者筋

力トレーニング教室

市民総合相談（ＤＶ・多重負債・生活苦・障害・人権・女性・青少年・外国人生活・法律・福祉相談） ・ワンストップサービス ・ 犯罪被害者等支援

脳いきいき元気教室

図書館での展示コーナー設置（５月世界禁煙デー・禁煙週間）

公共施設における敷地内禁煙 ・ 自治会における禁煙対策

国保だよりの発行

図書館での展示コーナー設置（10月がん検診受診率50％達成に向けた集中キャンペーン）

カンガルー教室

メンタルヘルス講座・職員向けメンタルカウンセリング

幼稚園・保育園・学校での歯科健診

4か月・7か月児健診

1歳6か月・3歳児健診

12か月児育児相談

男性料理教室

健康づくり推進員による伝達講習

学科指導教室「ASU」

ママパパクラス

ママパパクラス

若者自立相談（ニート・引きこもり）

未成年者禁煙支援相談事業

図書館での展示コーナー設置 （９月自殺予防週間・３月自殺対策強化月間）

生活困窮者支援事業

障害者家族教室

納税相談

高齢者総合相談

助産師相談

網掛けは、H30年度中間評価で追加
担当課：黒字は保健センター

ベジたべプラスキャンペーン・野菜週間(8/20～9/10)での啓発・図書館での展示コーナー設置

こころの体温計

精神保健福祉相談（精神科医）

健康相談

脳ドック検診(国民健康保険)

がん検診啓発
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母体の健康状態は胎児の発
育にも影響があるので、妊
婦自身が生活習慣を振り返
ることが大切な時期。また、
妊婦が健やかな生活を送る
ためには、家族や周囲の理
解と協力が必要。

生理的機能が発達し、人格
や習慣を形成する時期。月
齢や年齢に応じた子どもの
安全を確保し、健康管理に
気を付けること、基本的な
生活習慣を身に付けること
が大切。子育て支援の社会
体制の整備も必要。

基礎体力､精神神経機能が
発達し、生活習慣が固まる
時期です。社会参加の準備
の時期で、家庭と学校、地
域の連携した働きかけが重
要。

生活環境が大きく変化し、
おとなとしての生活習慣を
身につける時期。自分にあっ
た健康づくりを実践し、地
域とのつながりをもつよう
に努める事が大切。職場や
地域で健康づくりに取組み
やすい環境づくりが必要。

社会的には働きざかりの時
期にあり、社会的責任が最
も大きい時期。また、高齢
期への準備期でもあり、身
体機能の低下が徐々に自覚
され始め、健康維持が気に
なり始める時期。

身体機能の低下、また、長
年の生活習慣の積み重ねの
結果としてがんやロコモ、
認知症など生活の質の低下
や生命の危険につながる疾
患の増加が見られる時期。
質の高い生活を送れるよう、
日常生活の機能を維持する
ための健康づくりが必要。
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